
流山市保育料徴収規則の改正（案）及び流山市立保育所延長保育実施規則の改正（案）に対する意見と市の考え方

No.
該当
ページ

当該箇所 ご意見等 市の考え方
修正の
有無

修正案

１－１ 全般 ＜保育料について＞
・都内勤務の為、流山からだと通勤に往復３時間程度必要であり、延長保育はやむ
を得ないが、保育料が高く何の為に働いているか分からなくなる。人によっては、
「子育て中の母親が働くのはもはや趣味」と聞くが、女性活用がこれだけ言われてい
る中で矛盾している。

・母になる街「流山」ということで引っ越してきたが、母になれても働く母にはなりにく
い
　→通勤が遠い為どうしても延長保育および時短勤務しかできない。その上に重くの
しかかる保育料があるため、これなら専業主婦の方が良いと思うから

国は保育所の運営に必要な費用のうち、半分を保育料によって利用者に負担しても
らうような制度設計を示しています。現在本市における利用者負担の割合は３７％で
あり、国が示している負担割合よりも軽減されていますが、その不足分は市が負担
している状況です。
市内の区画整理事業の進捗に伴い、本市の人口は急激に増加しており、この先、保
育事業の重要性はさらに高まっていくことが予想されます。
今後も安定的な保育所整備及び運営を継続していくためには、利用者が負担する
割合を、国が示している基準に近づけることが必要であると考え、保育料の改定を
行うものです。

無

１－２ その他 ＜案＞
・延長保育料の発生はせめて１９時以降にしてほしい
　→大体の会社が定時は１８時までの為
・駅からお迎えに行く時間も必要になるため、一定時間以上は駅前に全員移動し迎
えに行きやすくなると有り難い

＜ぶっとんでる案＞
・保育士の数が足りないとよく聞くが、「保育士」資格がハードルとなっている為、どう
しても主婦や会社勤めをやめた人はやりたくても出来ない。だから、市が保育士を育
てる学校を設立してはどうかと思う。子育てが終わった主婦等は、知識も時間もある
ため良いと思う

・企業誘致をもっとしてほしい。都内までの通勤は時間がかかるが、正社員として働
き続けたい気持ちがある。流山で就職先を探したこともあるが、極めて少なく女性NG
も多い。もっと企業誘致を行い、雇用してもらいたい（税収アップもはかれる）流山で
働くことができれば延長保育は必要ないかもしれない

・「延長保育」ではなく「習い事タイム」とする。日中の「延長の保育」という意識が高
いため、どうしても「保育料が高い」と感じるが、その時間を例えば「英会話」や「合唱
教室」や「書道教室」とすれば、レッスン料を払っているようなものなので費用を払う
ことにも納得がいくように感じる

「子ども・子育て支援新制度」において、保育所の利用時間は「保育標準認定」の方
で最大１１時間利用することができると規定されています。市内の保育所等における
保育標準認定の方の利用時間は７時から１８時までの１１時間とし、以降は延長保
育時間として、保護者に延長保育料を負担していただいております。延長保育料の
発生を１９時以降とすることは考えておりません。
通勤等により、送迎が困難である場合は、駅前送迎保育ステーションの利用をご検
討ください。
保育士不足については市としても深刻な問題と捉え、現在保育士確保のため、「保
育士修学資金貸付事業」や「保育士宿舎借り上げ支援事業」などを実施しておりま
すが、ご提案の保育士育成のための施設の設置等は考えておりません。
企業誘致については、ご指摘のとおり、市内での就労先確保や税収の確保にもつな
がることから、今後も努めていきます。
延長保育は、やむを得ず標準保育利用時間を超える場合でも、保護者のニーズに
応じるため、保育所等が引き続き時間を延長して児童を預かるものです。費用の負
担については、やむを得ないものと考えます。

無

２ 全般 １．階層区分の変更と国の基準に近づけることに反対です。

２．保育短時間に係る延長保育料の実施に反対です。

“保育をするなら流山”のキャッチフレーズが泣きますよ！
若い世代にとって大変生きづらい世の中です。すべての子ども達が幼児教育を公平
に受けられるよう市民は税金を払っています。流山市政は子供の教育に十分な財
政を優先させて下さい。

（流山市保育料徴収規則の改正について）
国は保育所の運営に必要な費用のうち、半分を保育料によって利用者に負担しても
らうような制度設計を示しています。現在本市における利用者負担の割合は３７％で
あり、国が示している負担割合よりも軽減されていますが、その不足分は市が負担
している状況です。
市内の区画整理事業の進捗に伴い、本市の人口は急激に増加しており、この先、保
育事業の重要性はさらに高まっていくことが予想されます。
今後も安定的な保育所整備及び運営を継続していくためには、利用者が負担する
割合を、国が示している基準に近づけることが必要であると考え、保育料の改定を
行うものです。

（流山市立保育所延長保育実施規則の改正について）
平成２７年４月から「子ども・子育て支援新制度」が開始されたことに伴い、保育時間
について、新たに「保育短時間」利用が規定されました。これは育児休業中や短時
間の就労により一日の保育所の利用時間が８時間以内とされるものです。
制度開始当初は、「保育短時間」に該当する園児が、一日当たり８時間を越えて延
長保育を利用することは想定していなかったことから、延長保育料の設定を行ってい
ませんでしたが、実際には延長保育を利用する園児が発生していることから、今回
公立保育所における保育短時間利用者の延長保育料について、新たに規定するも
のです。

子どもの教育同様、保育事業の充実も子育て世代への支援として重要な施策と考
えます。安定的保育所整備及び運営のため、ご理解をお願いします。

無
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３ 全般 子育て世代への負担増大はやるべきではありません。むしろ負担軽減していただき
たいので流山市保育料徴収規則の改正（案）及び流山市立保育所延長保育実施規
則の改正（案）に反対します。

（流山市保育料徴収規則の改正について）
国は保育所の運営に必要な費用のうち、半分を保育料によって利用者に負担しても
らうような制度設計を示しています。現在本市における利用者負担の割合は３７％で
あり、国が示している負担割合よりも軽減されていますが、その不足分は市が負担
している状況です。
市内の区画整理事業の進捗に伴い、本市の人口は急激に増加しており、この先、保
育事業の重要性はさらに高まっていくことが予想されます。
今後も安定的な保育所整備及び運営を継続していくためには、利用者が負担する
割合を、国が示している基準に近づけることが必要であると考え、保育料の改定を
行うものです。

（流山市立保育所延長保育実施規則の改正について）
平成２７年４月から「子ども・子育て支援新制度」が開始されたことに伴い、保育時間
について、新たに「保育短時間」利用が規定されました。これは育児休業中や短時
間の就労により一日の保育所の利用時間が８時間以内とされるものです。
制度開始当初は、「保育短時間」に該当する園児が、一日当たり８時間を越えて延
長保育を利用することは想定していなかったことから、延長保育料の設定を行ってい
ませんでしたが、実際には延長保育を利用する園児が発生していることから、今回
公立保育所における保育短時間利用者の延長保育料について、新たに規定するも
のです。

無

４ 全般 保育所運営に係る改正（案）に反対です。
データを引くまでもなく「貧困と格差」の拡大は、地域、世代を問わず深刻化していま
す。子どもから老人までが絡む悲惨な事件や事故があとを絶ちません。辛抱ややり
くりの限界を超えているのは明らかです。この状況の中で、特に次世代を担う園児、
子育て世代への配慮と支援を優先し、少なくとも保育料は据え置きとすることが求め
られます。それは“母になるなら、流山市”の重要な内容の１つだと思料します。

国は保育所の運営に必要な費用のうち、半分を保育料によって利用者に負担しても
らうような制度設計を示しています。現在本市における利用者負担の割合は３７％で
あり、国が示している負担割合よりも軽減されていますが、その不足分は市が負担
している状況です。
市内の区画整理事業の進捗に伴い、本市の人口は急激に増加しており、この先、保
育事業の重要性はさらに高まっていくことが予想されます。
今後も安定的な保育所整備及び運営を継続していくためには、利用者が負担する
割合を、国が示している基準に近づけることが必要であると考え、保育料の改定を
行うものです。

無

５ 全般 改正案に反対です 今後も安定的な保育所整備及び運営を継続していくためには、利用者が負担する
割合を、国が示している基準に近づけることが必要であると考え、保育料の改定を
行うものです。

無
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